
 

 

 

 

 

 

地域に明るさを！～中町ポンプ車庫シャッターアート～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ５月２５日付け校長通信第 37号でもお伝えしました「中町ポンプ車庫

シャッターアートプロジェクト」。「25年前に本校芸術部によって描かれ

たデザインが寂しい印象になっており、商店街に来られる方々に明るい

気持ちになってもらうために、生徒に制作してほしい」との柴﨑区長さん

からの依頼を受けて動き出したプロジェクトです。全校生にデザインを募

集し、白井佐和
さ わ

さんの原画が採用されることになりました。その後、泉デ

ザイン工房の三浦さんの支援も受け、24日（土）にいよいよ制作活動を

実行に移したところです。 

当日は、小雨の降る中、３年の大類さん、鈴木さん、石原さん、１年の白井さん、清水さんの

５名が寒さに耐えながらペンキで塗っていきました。シャッター全部を使ったペイントでした

ので４時間かかりましたが、迫力ある素晴らしい作品ができあがりました。作品を前に満足感い

っぱいの５名。岳さんが笑顔で「やってよかった…」と何度もつぶやいていました。通りすがり

の地域の方々も笑顔になっていました。 

「地域に明るさを！」の目的で始まった、シャッターアートプロジェク

トは、大成功のうちに終わりました。尾中生の皆さん、協力してくださっ

た地域の方々、ありがとうございました。  【文責：校長 工藤雅史】 
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尾花沢
お ば ね

を背負
し ょ

って立つ学校～自分たちで創り上げるシン尾花沢中～ 

けだかく晴れた 月の峰 雲間にそそる 鳥海も 

校長通信 

グラインダーで研磨作業（9/5） 

白井佐和さんの原画 


